
避難所情報充実と
避難計画支援システムの構築

これからの「まびケア」

岡山県倉敷市× 「まびケア」運⽤チーム

平成30年7月豪雨 真備町地区浸水
避難所の様子

避難所の掲示板

https://mabi-care.com/

ボランティアチーム（「まびケア」チーム）が現地で収集した

保健医療（病院、薬局など）施設や飲食店、

コンビニエンスストアの開店・開業状況、 トイレ、お風呂などの緊急支援サービス

など、「くらしと健康」に必要な情報を収集、タイムリーにデータ化して提供

データ登録作業の負荷が大きい

避難場所や状況にマッチした情報の提供

他の情報提供
サイト等との連携

課 題

必要な人に生活支援情報は届いたか

倉敷市の避難場所周辺で、ボランティアによる現地調査で
収集した「まびケア」掲載スポット情報を、整理して地図上
に可視化した。

【使⽤したデータ】
高梁川流域データポータル「dataeye」オープンデータカタログ
◆倉敷市_平成30年7月豪雨_避難状況
◆「まびケア」掲載情報（平成30年8月）

データのばらつき
（表記・分類等）

http://bit.ly/bousai_okayama4

ボランティアによる生活支援情報提供

ボランティアが現場で
情報収集～投稿



解決アイデア

平常時に準備できるデータは⽤意しておく 避難場所周辺情報の充実（＋標準化）

避難計画支援システム
「ここに避難（仮称）」構築

平常時に市民が避難先を探しておく
自治体は避難所運営を計画しておく

被災者向けの生活支援情報は、緊急支援情報だけではなく、避難所周辺の店舗情報や病院などの施設情報、
公共交通情報も必要である。

アイデア実現に向けて 市民チーム×自治体連携

●連携会議開催状況（サポート状況）

●組織をつなぐコミュニティ

●市民チーム×自治体連携の経緯

●「これからのまびケア」検討チームメンバー

●アイデア実現の流れ

●重要な資源（ヒト）：書き込みボランティア


